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白血病の治癒を目指して

佐 倉　　 徹

副院長
（兼）血液内科代表部長
（兼）白血病治療センター長

　白血病治療センターは、日本初の成人白血病の治
療及び研究に特化した専門施設として、2006年に
産声をあげました。現在は、常勤医師6名で「血液
の癌」といわれている白血病を中心にその診断と診
療にあたっています。

　当センターでは、主として、47床の病棟で入院
治療を行っています。一般病床24床の他に、写真
に示しているような移植用完全無菌室3床（class 
100）や化学療法用無菌室20床（class 1000設計
18床、class 10000設計2床）を備えています。白
血病などの患者さんに対して同種造血幹細胞移植療
法（骨髄移植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植）や
抗がん剤を用いた化学療法を実施する際、好中球減
少、免疫低下が予想される場合、この23床の病室
を使用しています。

移植用無菌室 （class 100）

化学療法用無菌室（class 1000設計）

　当センターには、年間約600名の患者さんが入院、
その約65%が血液疾患患者さんで、県内外の多く
の患者さんが当センターに入院され、治療を受けて

いらっしゃいます。血液疾患の内訳としては、例年
白血病の患者さんが多数を占め昨年は70%でした。
　また新規の血液疾患の診断例は202例で、そのう
ち急性白血病は56例でした。
a．化学療法
　白血病治療の大きな柱の一つが抗ガン剤による化
学療法です。当センターでは、多くの急性白血病症
例に対し化学療法を施行しており、日本成人白血病
治療共同研究グループ（JALSG）の参加施設とし
て国内において有数の症例を登録している施設とな
っています。
b．造血幹細胞移植
　白血病治療のもう一つの柱である造血幹細胞移植
は、例年20名前後患者さんに実施、これまでに546
名の方が移植を受けられています。このうち、196
名が血縁者間移植、246名が非血縁者間（骨髄バン
クからの）骨髄移植でした。2005年からは臍帯血
移植も本格的に開始され、これまでに124名の方に
臍帯血移植が実施されています。
c．臨床試験
　しかし、化学療法、幹細胞移植等の標準的な治療
では治癒が困難な患者さんに対して、臨床試験を積
極的に実施しています。2014年度からは院内
CRC2名が活動を開始、国際共通の第1相試験も実
施しております。
　このように多数の症例をご紹介頂き、少しずつ
ではありますがレベルアップさせていただいてお
ります。
　今後も、総力を挙げて、一例でも多くの患者さん
に最善の治療を実施できるように努力を続けて参り
ます。

　白血病を始めとした血液疾患は専門医が少ないと
いう事実もあり、多くの患者さんが病気について悩
まれているようです。また現在、白血病に対して治
療を受けている方は、その自分の受けている治療に
ついて迷われることも少なくないと思います。当セ
ンターでは、このような方々を対象として、セカン
ドオピニオン外来（予約制）を設けておりますので、
地域連携課へご連絡ください。

はじめに

診療内容

診療実績

セカンドオピニオンについて
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腎臓病・リウマチ膠原病の診療について

三 島　敬一郎

腎臓リウマチ内科代表部長
（兼）透析センター長

　当科・当センターは腎臓病・リウマチ膠原病を専
門とする4名の医師で構成されていて、腎疾患では
急性/慢性腎炎・ネフローゼ症候群、糖尿病性腎症、
さらには透析療法（血液透析、腹膜透析、血漿交換
療法など）に対応しています。透析センターは維持
透析のみではなく、合併症の治療が可能です。
　一方、リウマチ膠原病関連では関節リウマチや全
身性エリテマトーデス、ANCA関連血管炎などの精
査加療を行っており、その症例数は漸増しています。
1．検尿異常から腎不全まで
　最新の治療法も積極的に取り入れており、患者さ
ん個々に合わせた最適の治療をめざしています。
医師を中心に、専門性の高い看護師、薬剤師、管理
栄養士、臨床工学技士が連携し、腎臓病に必要な治
療・教育を行っています。腎臓病の治療はむろん大
切ですが、その予防はより大切です。
2．患者さん自身による透析療法の選択
　透析というと血液透析を思い浮かべる方が多いと
思います。当院では血液透析・腹膜透析のどちらも
可能で、患者さんの希望を尊重し、医学的・社会的
な判断を行ったうえで透析の方法を決定しています。
腹膜透析は、尿量の維持、血管の保存、生活の自由
度が高いなどの利点を持ち、適応のある方には積極
的に検討したい治療法です。

3．多様な血液浄化療法
　院内の各科と協力して、血漿交換、エンドトキン
吸着、白血球吸着、LDL吸着、持続血液透析濾過な
ど多様な血液浄化療法を行っています。

4．合併症を持った透析患者さんの治療
　県内各地の医療機関から以下のような合併症で
紹介される透析患者さんが多数いらっしゃいます。
治療後、落ち着いた段階でもとの医療機関にもどり、
透析を継続していただいています。
①心筋梗塞、狭心症、閉塞性動脈硬化症など
　（循環器内科、心臓血管外科）
②消化管疾患、胆嚢・膵臓疾患、肝腫瘍など
　（消化器内科・外科）
③骨折・下肢壊疽など（整形外科）
④白内障・網膜症など（眼科）
5．原因不明の発熱、関節痛、筋肉痛の原因は？
　膠原病患者さんの非特異的所見として、しばしば
上記のような訴えを起こす方がいらっしゃいます。
もし「いろいろ対応してみたけどなかなか熱が下が
らない、関節痛・筋肉痛が改善しない」というよう
な患者さんがいらっしゃいましたら、一度ご相談い
ただければ何かしらお手伝いできるかもしれません。
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